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１ 公共交通の利用を促す取組

鉄道・バス・タクシーなどの公共交通機関を上手に組み合わせた移動を促していくにあたっては、

区内での人の移動の大半が『徒歩・自転車』と『公共交通機関』であり、自家用車利用が少ないため、

「公共交通の日常的な利用」を訴えかけることに加えて、外出目的となるイベント等と連携して、

その外出に活用できる交通手段を“わかりやすく”提供する取組を続けています。

○○イベントまつり

日程：○月○日～○月○日

会場：○○○○○センター

おすすめの行き方

□□線◇◇駅から○○バス乗車
○○バス停下車、徒歩○分

▽▽線☆☆駅から○○バス乗車
○○バス停下車、徒歩○分
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１ 公共交通の利用を促す取組

徒歩・自転車の移動の多い区内では、近くを通る「バス」がどういう経路でどこまで結んでいるか

ご存知ない方もいらっしゃいます。区内全域に張り巡らされた「鉄道」と「バス」による公共交通網

に『気づいてもらい使ってもらう』ということが、新たな需要の掘り起こしにも繋がりますし、イベ

ント参加への気持ちを冷やさないためにも、わかりやすい交通案内は大切と考えています。

※「観光いたばしガイドマップ」より抜粋

【交通案内がないと・・・】

○○イベントまつり

日程：○月○日～○月○日

会場：○○○○○センター

どこ？

知らない

行かない・・・

どれが使えるか
よくわからない

バス路線図
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１ 公共交通の利用を促す取組

公共交通機関の利用は、コロナ禍を境に大きく変化しています。鉄道はどの事業者も同様の傾向とのことで

すが、都営三田線の乗車人員で説明しますと、これまで定期券を利用していた人が出勤・通学日数の減少で、

乗車の都度の運賃支払へシフトし、また、お出かけで電車に乗っていた方が減少している状況です。

区のコミュニティバス「りんりんＧＯ」の乗車実績は、全体としてはコロナ禍以前を上回る利用数に戻って

いますが、シルバーパスの利用者数が顕著に減少しています。沿線地域の70歳以上の住民登録数は10%以上の

増加が見られる中での利用減少であり、高齢者の外出機会や頻度の低下と思われます。

外出の減少は、消費活動への影響など経済的な面だけでなく、身体機能の低下、他者とのコミュニケーショ

ンの減少などの高齢者のフレイル・介護予防の観点からも課題となる事象です。

※東京都「東京都高速電車事業会計決算書」、板橋区ホームページより抜粋して区作成

平成30（2018）年度 令和5（2023）年度 増減

都営三田線乗車人員 245,549,506 人 222,092,926 人 △23,456,580人 △ 9.6％

定期 155,169,110 人 129,997,812 人 △25,171,298人 △16.2％

定期外 90,380,396 人 92,095,114 人 ＋ 1,714,718人 ＋ 1.9％

りんりんGO乗車実績 107,887 人 113,061 人 ＋ 5,174人 ＋ 4.8％

下記以外 63,234 人 70,647 人 ＋ 7,413人 ＋11.7％

シルバーパス 44,653 人 42,414 人 △2,239人 △ 5.0％

乗車の都度の
運賃支払へ

お出かけ利用
の減少

シルバーパス
の利用減少



令和６年度第２回板橋区公共交通会議

２ 今年度の取組

4

（１）ＤＸ関連事業での交通案内①

都市計画課での実施する「板橋デジタル歴史探訪」イベントは、駅から少し距離のある施設（郷土

資料館、熱帯環境植物館）での実施のため、バスによるアクセスを案内しています。

このパンフレットは、

東武東上線の区内各駅、

国際興業バスの車内での

配布のご協力をいただい

ています。

（パンフレット本体は、

参考資料として添付して

います。）
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（１）ＤＸ関連事業での交通案内②

左のパンフレットは、区ホームページでご覧いただけます。

https://www.city.itabashi.tokyo.jp/1000779/1000906/1000907/

1054716.html

デジタルを活用し、ＱＯＬ（生活の質）を高め、健康に

暮らす高齢者を増やす取組の一つとして、「スマホ教室＆

デジタル健康ウォーク」を開催しています。

健康意識があり、デジタルを使おうという意欲をお持ち

の方の外出を刺激することは、公共交通の需要喚起にもな

ると考えられることから、より丁寧な交通案内を掲載して

います。

実際に、多くの参加者が電車・バスを利用して来場され

ていますし、前ページの「板橋デジタル歴史探訪」を何度

も体験しに行っている、このイベントに参加してから意識

して外出をするようになったなどのお声も届いているとこ

ろです。

また、外出時の道案内・交通案内の提供の要望を、参加

者アンケートから確認することができました。

開催回数

１１～１２月 計９回 郷土資料館（赤塚）

１～２月 計６回 熱帯環境植物館（高島平）
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（１）ＤＸ関連事業での交通案内②

「スマホ教室＆デジタル健康ウォーク」参加者アンケート結果（郷土資料館（１１～１２月）参加者 n=203  ）

60～69歳
39人
19%

70～79歳
117人
58%

80～89歳
43人
21%

90～100歳
4人
2%

【年齢分布】

0 10 20 30 40 50 60 70 80

無回答

徒歩のみ

自転車

タクシー

自家用車

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ りんりんGO

国際興業バス

東武東上線

都営三田線

【本日の交通手段（複数回答可）】 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

無回答

時間貸し駐車場の情報

付近の観光情報

付近の飲食店の情報

周辺の天気

混雑状況

営業時間等施設情報

バスの路線や時刻の情報

駅から現地までの道案内

【お出かけの際に一緒にあると良い情報（複数回答可）】

公共交通機関
による来訪

道案内・交通案内
への要望

ほぼ毎日の頻度で行っている

82人 40%

週に４～５回程度の頻度で行っている

45人 22%

週に２～３回程度の頻度で行っている

22人 11%

週に１～２回程度の頻度で行っている

32人 16%

軽い運動は行っていない

22人 11%

【毎日40分程度の軽い運動（ウォーキング等）の実施】
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（１）ＤＸ関連事業での交通案内③

参加者の中で抽選に当選した方に対して、スマートウォッチをプレゼント

しており、その方々とはＳＮＳアプリを使用してコンタクトを取れる状況に

しています。

この皆さんはスマートフォンの活用にも意欲のある方ですので、インター

ネット上の外出情報を積極的に提供し行動変容を促すことを目的に、右のよ

うな案内を実施しています。イベントを知った理由で「友人・知人からのク

チコミ」という回答も多いことから、参加者以外の方への情報浸透も期待し

た取組となっています。

【イベントの情報を知った媒体】

広報いたばし, 75人

回覧板, 36人

自宅に届いたチラシ, 35人

友人・知人からのクチコミ, 

26人

郵便局, 15人

区施設で知った, 13人

板橋区公式HP, 11人

携帯電話ショップ（ドコモ）, 1人
スマートバス停の掲示, 1人

「スマホ教室＆デジタル健康ウォーク」参加者（郷土資料館（１１～１２月） n=203  ）
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（１）ＤＸ関連事業での交通案内③

前ページでご紹介した「ボタン」をタッチすると、区の次のページが閲覧できるようにしています。

主に、交通事業者の各社・各団体の情報ページへのリンクとして、順次内容を充実させ、効果を測っていきます。

【板橋区ホームページ】https://www.city.itabashi.tokyo.jp/bousai/toshikeiakku/kotsu/1055862.html

スマートフォンやタブレットからは、左の

二次元コードでご覧になれます。
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（２）交通事業者とイベントを共催

令和５年秋、東武鉄道株式会社、東日本旅客

鉄道株式会社、東京都交通局の３者で開催した

「７つの板橋駅スタンプラリー」を、今年は、

板橋区も共催とし、「７つの板橋駅スタンプラ

リー満喫版２０２４」として開催しました。

【７つの板橋駅】

下板橋

東武東上線 中板橋

上板橋

ＪＲ埼京線 板橋

新板橋

都営三田線 板橋区役所前

板橋本町

※日本国内に「板橋」の名前のつく駅は

もう１駅存在し、計８駅となります。

箱根登山電車「箱根板橋駅」

（神奈川県小田原市）

東武鉄道株式会社公式Ｘの投稿画像

板橋区公式Ｘの投稿画像
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（２）交通事業者とイベントを共催

● 公式Ｘ（旧Twitter）の投稿を相互でリポストして、より多く

の方に目にしていただける工夫を実施。（板橋区と東武鉄道

株式会社それぞれ、２～３万件の閲覧数を獲得。前ページの

投稿画像の最下部参照）

板橋区公式ホームページ

https://www.city.itabashi.tokyo.jp/bousai/toshikeiakku/kotsu/1053821.html

城北交通公園での掲示

● スタンプ押印のため鉄道

２路線の間の行き来が必要

となるため、移動に使える

バス路線の情報を提供

（区公式ホームページでの

案内、各スタンプ設置場所

での掲出（城北交通公園、

中央図書館、上板橋駅））

⇒ 参加者の多くは板橋区及び

近隣自治体の居住者でしたが、

埼玉県や千葉県からの参加も

あり、多くの方にお楽しみい

ただきました。
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（参考）スタンプラリー台紙

外面 内面


